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■□■ショートコメント■□■ 

◆私は基本的にジャッキー・チェン映画が大好き。『シネマ44』でも、「第１１章ジャッキ

ー・チェン４０周年おめでとう」で直近の『ドラゴン・ブレイド（天將雄師／DRAGON 

BLADE）』（14 年）、『レイルロード・タイガー』（鉄道飛虎／Railroad Tigers）（16 年）、

『カンフー・ヨガ（功夫瑜伽／Kung Fu Yoga）』（17年）の３本を収録した。 

 あのアクション俳優も１９５４年生まれだから、とうに還暦を過ぎ、近時はそれに見合

った役をうまく選んでいたが、アレレ、本作を観ると・・・。 

 

◆太宰治や手塚治虫など日本の文化人たちに影響を与えた、怪異短編集の最高傑作が中国

の『聊斎志異（りょうさいしい）』。これは、４９１編から構成されており、世に伝わる奇

異な事柄を収集したものだ。その中から、キン・フー監督の『侠女』（71年）（『シネマ44』

182頁）、ツイ・ハーク監督の『チャイニーズ・ゴースト・ストーリー』（98年）、ドニー・

イェン出演の『画皮 あやかしの恋』（08年）などが映画化されている。 

 しかして、本作では、その作者である蒲松齢（ホ・ショウレイ）にジャッキー・チェン

が扮しているが、さて、その役割は？ 

 

◆本作のテーマは、ズバリ、人間 vs 妖怪。そのため、チラシには「“レジェンド”ジャッ

キー・チェンが、今度は文豪妖怪ハンターだ！」の見出しが躍っている。そして、そのス

トーリーはチラシによれば、次のとおりだ。 

 ナイト・オブ・シャドー 魔法拳 
（神探蒲松齢／The Knight of Shadow:Between Yin and Yang） 

2019年／中国映画 

配給：ハーク、ＳＤＰ／109分 

2020（令和2）年1月19日鑑賞 ＴＯＨＯシネマズ西宮ＯＳ 

  

  

 

★★ 
監督：バッシュ・ヤン 

出演：ジャッキー・チェン／エレイ

ン・チョン／リン・ボーホン

／イーサン・ルアン／リン・

ポン 
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◆CG 技術（処理）によって、えらく若返ったジャッキー・チェンの姿は少し異様だが、

若手の共演者はイケメンと美女ばかり。それはそれでいいのだが、いかんせん、肝心の人

間vs妖怪の物語は単純そのもの。また、CGを駆使した（だらけの）映像も、なぜか本作

はイマイチ。その結果、本作は到底お薦めできないレベルのものに・・・。 

２０２０（令和２）年１月２２日記 

 

 


